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校長挨拶　上智福岡中学高等学校・校長　大 石 英 雄

会長挨拶　中 島 幸 男

　薄暑の候、同窓生の皆様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申しあげます。
　さて、2 月下旬に政府より新型コロナウイルスの感染拡大により全国の小・中・高に対し
て休校要請がだされました。それに従い本校では 3 月 2 日に卒業式を簡略化して行い、学年
末考査をすることもなく翌 3 月 3 日に放送による終業式を行いました。その後、緊急事態宣

言を受けて、休校が続きまして入学式の中止や体育祭、修学旅行、語学研修の中止など学校行事においても大幅
な変更をせざるを得ない状況になりました。休校中、本校の教員たちは在校生に向けての課題作成およびその郵
送、また、オンラインでの授業動画を発信するための研修やその準備に追われました。そして、4 月下旬より、
オンラインによるホームルームを開始し、授業動画ならびに課題の発信などを行ってきました。5 月 14 日に福岡
県の緊急事態宣言が解除されたことを受けて、本校は 5 月 25 日より分散登校を開始しました。登校初日は、新
入生（77 期生）に対して、放送による入学式を行い、中 2 から高 3 に対しても 25 日と 26 日の 2 日間にかけて
放送による始業式を行いました。5 月 28 日から授業の開始となりましたが、6 月中旬までは高 3 を除いて、他の
5 学年は 1 クラスを 2 グループに分けての分散登校としました。現在、密を避けての学校生活や授業を展開して
おりますが、確かに教師は生徒たちへ知識は与えることはできますけれども、生徒たちの人間的な成長といった
ところではとても不安を感じています。なぜなら、それは様々な学校行事や活発なホームルーム活動、部活動と
いった場で生徒同士あるいは教師とのある種密な触れ合いの中で、互いに影響を及ぼし合いながら育まれるもの
と考えているからです。とは言え、今は学校としてできうることに最善を尽くすと同時に、コロナウイルスが少
しでも早く終息してくれることを祈るばかりです。
　5 月 25 日にようやく新入生 195 名（男子 123 名、女子 72 名）を迎え入れることができました。例年通りであれば、
入学直後に 2 泊 3 日のオリエンテーション合宿があり、友達も多く作ることができるのですが、今年はそれもか
なわず、皆寡黙に不安そうに登校してきています。友達作りも含め、学校生活に少しでも早く慣れ親しむことが
できるよう働きかけをしていきたいと思っています。
　最後になりましたが、コロナが終息するまでにはまだまだ時間がかかりそうで、厳しい日々が続くと思われま
すけれども、卒業生皆様方のご健勝と同窓会の益々の発展を心からお祈り申し上げます。

　樹々の緑も深くなり、吹く風も夏めいて参りましたが、同窓生の皆様方におかれましては
お健やかにご活躍のこととお喜び申し上げます。令和 2 年度も早や半年が過ぎようとしてお
り、時の経つ早さを感じるこの頃です。
　昨年は私達同窓生に縁の深い、イエズス会出身のヴァチカン元首であるローマ教皇が、38

年ぶりに唯一被爆国である日本を訪問されました。その際、核兵器に関するメッセージを発表され、核攻撃は人
道上も環境上も人類に破滅的な結末をもたらすこと。その悲惨な出来事の証人は長崎・広島であることを強く述
べられました。核兵器の悲惨さについて世界の人々に考えてもらうチャンスと、核兵器から解放された平和な世
界について訴えられました。また青年との集いの中で次のようなメッセージを述べられました。「どんな複雑な状
況であっても、自らの行動が公正で人間的であること、正直で責任を持つことを心がけ、弱者を擁護する人になっ
てください。言葉と行動が偽りや欺瞞であることが少なくない今の時代において、特に必要とされる誠実な人に
なってください。」と述べられました。このメッセージには、世界の貧困の問題、平和の構築は若い皆さんの務め
ですとの意味が込められているのではないでしょうか。
　今年は年明けから新型コロナウイルスが世界的に拡大し、その影響で卒業式及び入学式も母校では生徒のみで
実施されました。その際、卒業生に贈呈する記念品には青年の集いの教皇のメッセージを添えました。なお今年
開催予定の総会は、51 期生の皆様の配慮でほぼ準備は完了していましたが、国内においても新型コロナウイルス
感染拡大の終息が見られず、皆様の安全と健康のため残念ながら急遽、中止のやむなきに至りました。同窓生の
皆様方、ご理解ご協力のほどよろしくお願いします。末筆となりましたが、くれぐれも新型コロナウイルス感染
に気を付けられてお過ごし下さい。皆様のご活躍とご健勝をお祈り致します。
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令和元年度事業報告同窓会役員名簿　

関東支部役員

関西支部役員

令和2年度事業計画（案）

1. 役員会活動
 令和元年5月 役員会（同窓会室）
 6月 役員会（同窓会室）
 6月 総会・懇親会
  （KKRホテル博多）
 7月 役員会（同窓会室）
 9月 役員会（同窓会室）
 11月 役員会（同窓会室）
 令和2年2月 役員会（同窓会室）
 2月 71期　新幹事入会式
  （中止）
 3月 役員会（同窓会室）

1. 役員会活動
 令和2年5月 役員会（同窓会室）
 6月 役員会（同窓会室）
 6月 総会・懇親会（中止）
 7月 役員会（同窓会室）
 9月 役員会（同窓会室）
 11月 役員会（同窓会室）
 令和3年2月 役員会（同窓会室）
 2月 72期　新幹事入会式
  （学内）
 3月 役員会（同窓会室）

2. 交流・親睦活動
令和元年 9 月 イエズス会姉妹校
  ジョイント懇親会（上智大学 2 号館）
 10 月 関東支部同窓会（中止）
 11 月 第 36 回 JJHAF イエズス会校
  四校連絡協議会（六甲学園）
 11 月 関西支部同窓会（大阪ガーデンパレス）
 11 月 泰星会ゴルフコンペ（大宰府ゴルフ倶楽部）

3. 各種補助・記念事業活動
・高校在校生への奨学費補助事業（通年）
・中学修了者と高校卒業生への卒業証書入筒贈呈（3 月）
・高校卒業生への記念品贈呈（3 月）
・会報 24 号の発行と送付（6 月）

2. 交流・親睦活動
令和 2 年未定  関東支部同窓会（未定）
  10 月（予定）
 未定 第 37 回 JJHAF イエズス会校
  四校連絡協議会（東京・未定）
 11 月 関西支部同窓会（大阪ガーデンパレス）
 秋頃 泰星会ゴルフコンペ（コース未定）

3. 各種補助・記念事業活動
・高校在校生への奨学費補助事業（通年）
・中学修了者と高校卒業生への卒業証書入筒贈呈（3 月）
・高校卒業生への記念品贈呈（3 月）
・会報 25 号の発行と送付（6 月予定）

役　職 氏　名 卒期
会 長 中　島　幸　男 高 10 期
副 会 長 吉　村　弘　美 高 28 期
副 会 長 齋　藤　　　純 高 25 期
副 会 長 藤　井　俊　雄 高 31 期
監 事 鈴　木　弘　幸 高 28 期
監 事 荒　木　敏　彦 高 20 期
名誉会長 大　石　英　雄 高 29 期
顧 問 松　尾　英　生 高 6 期
顧 問 大　串　安　弘 高 7 期
顧 問 八　尋　良　久 高 11 期
事 務 局 城　谷　　　剛 高 47 期
事 務 局 光　成　研二郎 高 45 期
事 務 局 本　多　敏　昭 高 36 期

支 部 長 菅　原　隆　典 高 33 期
副支部長 白　壁　勝　直 高 42 期
副支部長 矢　幡　重　孝 高 45 期
副支部長 大　石　智太郎 高 57 期
顧　　問 富　塚　恭　順 新中 3 期
顧　　問 根　本　　　勲 新中 3 期
顧　　問 大　場　　　優 高 17 期

支 部 長 原　田　耕　作 高 24 期

令和元年度決算書 令和2年度予算書
（1）前年度繰越金 （単位：円）

項 目 予算金額 決算金額 差 異
前年度繰越金 15,603,444 15,603,444 0

（2）収入の部
会費収入 4,492,800 4,459,200 33,600
入会金 435,000 432,000 3,000
会員年会費収入 1,600,000 1,102,000 498,000
利息収入 10,000 2,414 7,586
寄付金 0 0 0
雑収入 0 0 0
収入合計 6,537,800 5,995,614 542,186

（1）＋（2）　合計 22,141,244 21,599,058 542,186

（3）支出の部
通信費 110,000 76,861 33,139
消耗品費 50,000 27,740 22,260
旅費交通費 800,000 356,335 443,665
印刷費 40,000 13,900 26,100
渉外費 500,000 522,507 △ 22,507
事務費 550,000 392,416 157,584
会議費 450,000 232,461 217,539
慶弔費 100,000 65,000 35,000
奨学費 500,000 450,000 50,000
情報管理費 900,000 947,168 △ 47,168
関東支部活動費 300,000 300,000 0
関西支部活動費 150,000 150,000 0
総会費補助 900,000 900,000 0
会報発行費 700,000 707,225 △ 7,225
雑費 100,000 23,705 76,295
予備費 400,000 227,678 172,322
支出合計 6,550,000 5,392,996 1,157,004
次年度繰越金

（1）＋（2）－（3） 15,591,244 16,206,062 △ 614,818

（1）前年度繰越金 （単位：円）
項 目 令和2年度予算 令和元年度予算 増 減

前年度繰越金 16,206,062 15,603,444 602,618

（2）収入の部
会費収入 4,689,600 4,492,800 196,800
入会金 456,000 435,000 21,000
会員年会費収入 1,000,000 1,600,000 △ 600,000
利息収入 10,000 10,000 0
寄付金 0 0
雑収入 0 0
収入合計 6,155,600 6,537,800 △ 382,200

（1）＋（2）　合計 22,361,662 22,141,244 220,418

（3）支出の部
通信費 100,000 110,000 △ 10,000
消耗品費 40,000 50,000 △ 10,000
旅費交通費 800,000 800,000 0
印刷費 30,000 40,000 △ 10,000
渉外費 550,000 500,000 50,000
事務費 550,000 550,000 0
会議費 450,000 450,000 0
慶弔費 80,000 100,000 △ 20,000
奨学費 500,000 500,000 0
情報管理費 950,000 900,000 50,000
関東支部活動費 300,000 300,000 0
関西支部活動費 150,000 150,000 0
総会費補助 700,000 900,000 △ 200,000
会報発行費 750,000 700,000 50,000
雑費 100,000 100,000 0
予備費 550,000 400,000 150,000
支出合計 6,600,000 6,550,000 50,000
次年度繰越金

（1）＋（2）－（3） 15,761,662 15,591,244 170,418

監査報告
令和元年度　同窓会

自　平成31年4月1日から　至　令和2年3月31日まで
私は同窓会関係の帳票並びに証票関係書類を監査し決算書が適正に作成されている事を確認致しました。
令和2年4月27日（月）　　　上智福岡中学高等学校同窓会　泰星会　監事　　鈴木　弘幸 ・ 荒木　敏彦
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ローマ教皇同行記
山元神父の紹介
　昨年教皇フランシスコ訪日に伴いヴァチカン同行取材団「VAMP」欧州と日本のメディアで構成する記者団約 70 人の中
に OB の 23 期生山元眞神父がカトリック新聞社の訪日記者として唯一日本人神父としてローマ発の教皇の飛行機に同乗し
日本での動向を報じ最後ローマまで教皇と共にしました。その同行記をこの度、寄稿して頂きました。（会長　中島幸男）

山元　眞 神父「今までの歩みを振り返って」
はじめに
　母親の胎内で心臓が鼓動を打ち始めて約 68 年になる。この世に生まれ出た日はわ
かっているが、自分が存在を始めた時はわからない。とにかく、その時から心臓は鼓
動を打ち続けている。今まで止まったことはない。ずっと続いている。これからも続
く。心臓が止まるまで。
　とにかく、今までの人生に空間というものはない。ずっと続いてきた。「あの時」
があるから「今」がある。この流れは、すべて貴重なもの。それがなければ今の自分
は無いのだから。すべてを記憶しているのではないが、今までの「時」を振り返ると、
確かに忘れられない「時」がある。そして、立ち止まると、忘れていたことを思い出す。
　同窓会の会報に原稿を依頼されて喜んだ。忘れかけていた「時」を思い起こすこと
ができる。あの 3 年間。泰星での 3 年間。今はもう校舎はなく、ただ、当時の石垣
が少し残っている山荘通り。そこに「青春」のひと時が確かにあった。

泰星での 3年間
　あの時がなければ、今の自分はない。あの時があればこそ、今の自分がある。友との出会い、恩師との出会い。
あの時があったから今がある。なつかしい。古い校舎。広いグランド。ミサに参加（させられた）暗いが趣のあ
る聖堂。丸天うどんやカレーうどんを食べた学食。同窓会の現会長の中島先生からは地理を学んだ。中島先生に
は今でもご指導をいただいている。前会長の八尋先生からは体育で鍛えられた。現国と古典の菊地先生。菊地先
生には神父として旅立ちのお手伝いをさせていただき、大名町の教会で葬儀を司式した。英語の大守先生と山崎
先生。山崎先生（神父）には神父の先輩として今もご指導を仰いでいる。数学の磯貝先生。音楽の鈴木先生。校
長の末吉先生。日本史、世界史の平野先生。世界史が苦手だったわたしは授業中によく居眠りをして、「世界史
を知らないで神父になれるか！」と叱責されたのは忘れられない。それでも眠っていたが…。化学の三善先生。
生物や物理は九州大学から講師の先生が来てくださった。今思えば、本当に平和で楽しい日々の積み重ねだった。
友情を育むこともできた。同級生の中から 4 人が神父になった。今、一人はアトンメントのフランシスコ会修道
会の日本管区長。もう一人はフランシスコ会修道会の日本管区長をしている。
　23 期の卒業だが、還暦を迎えてからは毎年秋に中島先生、八尋先生を迎えて同窓の集いをしている。毎回 10
人以上は集まって旧交を温めている。

卒業してから
　卒業してからも神父を目指し、8 年の「修業」を積んで神父にしてもらった。神父になった最初の年は、今は
無くなったが、浄水通教会に隣接する小神学校に校長のアシスタントとして務めた。小神学校とは神父を目指す
中高生の教育機関。中学生は平尾中学に、高校生は泰星高校（現上智福岡）に通った。いわゆる神父としての初
任地だったが、同時に、輝国に移転していた母校の高校 3 年生の「宗教科」の時間講師として毎週通った。時に
はギターを抱えて行ったり、ほとんどの授業が短いビデオ鑑賞と感想文を書くことだった。試験もあったが、問
題の半分は事前に知らせていた。残りの半分はその学期の授業の感想。みんなまじめに感想を書いていたので満
点を超える生徒もたくさんいたことを覚えている。当時の校長からは少し注意を受けたが…。最初の時間講師は
一年で終わった。1981 年 6 月からイタリアに留学したが、4 年後に帰国した。確か、1991 年頃から再び「宗教科」
の時間講師を引き受けたが、当時の生徒が一番感銘を受けていたのは、わたしの授業ではなく、薬物依存症の若
者の話しだった。その頃の生徒の感想文は今でも手元にある。

23 期　山元　眞 神父
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ローマ留学時代
　1981 年 2 月当時のローマ教皇ヨハネ・パウロ二世（現
在は聖人となっている）が訪日した。長崎での野外ミサ。
56 年ぶりの大雪。吹雪の中でミサが行われたが、その
ミサの中で聖書朗読の役割りをいただいた。朗読が終
わった後、教皇の前で頭礼をした時、教皇と視線が合っ
た。その一ヶ月後にローマに行く辞令が来た。1983 年
にバチカンで再会できるとは夢にも思わなかった。バ
チカンの大学で教会法学の修士号を取得。2 年の留学予
定だったが、他にも学びたいこと（イタリア流の生き
方？）もあり、4 年滞在することになる。そこで学んだ
ことは今の自分を支えている。一言でいえば、自分は
無力だが、だからこそ力は与えられるということ。

ローマ教皇フランシスコ訪日同行記者、そして今
　神父になって 40 年目を歩いている。神父には転勤がある。帰国した後は、小倉、教区本部事務局、再び小神学校、
二日市、行橋、小倉、そして現在は小郡。鳥栖の教会も兼任している。
　2013 年 3 月 13 日、今のローマ教皇フランシスコがコンクラーベという教皇選挙でローマの司教（教皇）に選
ばれた。これは衝撃だった。初ものづくしの教皇。南米出身、イエズス会出身ということを始め、初めてのこと
は枚挙にいとまがない。その日からフランシスコ教皇の「おっかけ」が始まった。インターネットで教皇の動向
はつぶさに見聞きすることができる。ずっと昔にローマにいたこともあり、イタリア語を話す教皇のメッセージ
をリアルタイムで知ることができた。ほとんど毎日、今でも教皇の動向を追っている。昨年の 7 月、訪日する教
皇に同行する話しが飛び込んできた。教皇の「追っかけ」が、すぐそばで同行することになった。一人でローマ
に行き、教皇専用機に同乗し、タイ国と日本の旅程に同行した。カトリック新聞の記者として参加させていただ
いたのだが、日本人の神父として同行したのはわたし一人だった。すぐそばで教皇フランシスコの言動を観るこ
とができた。その同行記は今でも「カトリック新聞」に隔週で連載している。感想を一言でいえば、（一言ではと
ても言うことはできないのだが）限りなく普通の素晴らしい方ということができる。12 億の世界のカトリック信
者を束ねる教皇だが、限りなく謙虚で、限りなく人間的。真のリーダーとはこういう人をいうのだろう。日本訪
問が終わりローマへの帰りの機中で記者会見があった。そのトップバッターに選ばれた。30 年以上も前のローマ
での経験が役に立った。すぐ目の前のローマ教皇の眼差しは今でも、もちろん！　忘れることはできない。
　人を捕らえる人のまなざしは限りなく澄んでいて、謙虚で、輝いている。

1983 年　ローマ教皇聖ヨハネ・パウロ 2 世に謁見する山元
神父

2019 年 11 月 26 日
ローマ教皇フランシスコと訪日終了後の機中記者会見で質問する山元神父
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同窓会
活動報告

令和元年度　関西支部同窓会の報告

イエズス会姉妹校 4校長パネルトーク　～4校ジョイント懇親会・報告～

高24期　原田　耕作

高33期　菅原　隆典

　令和元年 6 月 29 日（土）、上智福岡中学高等学校（泰星会）総会・懇親会を
開催いたしました。
　50 期としては、泰星会を「卒業生が泰星・上智福岡を卒業したことを誇り
に感じてもらえるような同窓会」にしていくことを目標に、学校を卒業して間
もない若い世代が「参加して良かった！」と感じていただけるような設営を心
がけました。
　具体的には、福岡県内で抜群の認知度を誇る山本華世さんに、退職された先
生に学校の思い出に関するインタビューをしていただいたり、学校の歴史にま
つわるクイズを出していただきました。クイズの正解者には、ディズニーラン
ドのチケットや商品券等の豪華景品をお持ち帰りいただきました。
　また、私たち 50 期生が中学・高校を通して大変お世話になった森謙三先生
の追悼セレモニーを行いました。泰星高校の卒業生でもある森先生のお父様と
森先生の奥様、2 人のお嬢さんにご登壇いただき、私たち 50 期生から森先生
への感謝の言葉を述べさせていただきました。
　懇親会の最後には、50 期からお集まりいただいた方々への感謝の気持ちと
して、泰星の校章を刻印した饅頭をお土産にお配りしました。
　今年は宮崎啓成君を中心とした 51 期生が心のこもった泰星会を設営してく
れるはずでしたが、残念ながら、新型コロナウィルスの影響で中止となってし
まいました。中止にはなってしまいましたが、設営に向けて一生懸命頑張って
くれていた 51 期の皆さんには心より感謝したいと思います。
　最後に、今後の泰星会の更なる発展を祈念して、私からのご挨拶とさせてい
ただきます。

（50 期主幹事　実行委員長　若杉 朗仁）

　2019年9月18日（水）上智大学2号館学生食堂で開催された標記イベントには平日夜に
も関わらず、111名の方々にご参加いただきました。（泰星会からは7名の参加）
　2016年、4校が学校法人上智学院に法人統合されたことを機会に、同窓会としてもまず
はお互いに4校それぞれを深く知ることをテーマに、4校（栄光学園、六甲学院、広島学
院、上智福岡）同窓会関東連絡会が1年近く議論、準備を重ねてまいりました。
　当日は各校長から三つのお題について熱くかつおもろく語っていただきました。
　各校、地域・背景は違えどもイエズス会教育の基本理念は共通で、生徒ならびにそのご
家族また教員が母校を愛し、母校に誇りを持っている点は卒業生として嬉しい限りです。
　上智福岡大石校長（泰星29期）からは男女共学以降、男子生徒がより男らしくなったという点には納得、我々卒業生には後輩に奢
る（面倒を見る、範を示す）ことを、また4校長共通に我々卒業生が在校生に対し、将来のキャリアビジョンに繋がる役割を期待さ
れておられます。
　さらに参加者からの質疑では、各校とも神父が少なくなっている現状、カトリック教育の浸透が危惧されることに対し、4校長の
前向きな希望あるお考えを伺うことができ、少し安心した次第です。
　参加者からのアンケート内容を参考に今回の反省点を踏まえ、今後も4校同窓パワーをさらに進化させ、福岡「泰星魂」も忘れず
に、母校および在校生に対する支援に繋がるよう企画してまいりたいと考えております。

　11月16日（土）大阪ガーデンパレスで第7回関西支部同窓会を開催しました。
　中島会長のご挨拶に続き、八尋顧問の乾杯で開会。八尋顧問は久しぶりに関西支部同
窓会にご出席いただき、泰星高校に就職されたころの生徒生活指導の苦労話、新校舎移
転やその後の思い出話をされ、我々もその話に聞き入りました。
　中島先生からは上智福岡中学高等学校の取り巻く現状などのお話がありました。八尋
顧問からは早く目標の同窓会出席者10名に達するよう叱咤激励もありました。
　二次会は岡崎さんのご紹介によるカラオケスナックで2〜3曲ずつ歌い、日ごろのスト
レスを発散。11時前に三々五々お開きとなりました。
　同窓会は来年も開催予定です。詳細が決まりましたらホームページ等でご案内しま
す。できるだけ大勢の皆様と同窓会を楽しみたいと思っています。ご参加をお待ちして
います。

中島会長の挨拶

若杉朗仁共同幹事の挨拶

実行委員と関係者一同

令和元年度同窓の集い
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第36回 JJHAF 日本イエズス会校同窓会連絡協議会の報告

第64回総会・懇親会の中止について　51期幹事　宮崎　啓成（MIYAZAKI Hironari）

前売りチケットの取り扱いについて　51期幹事　井口　洋一（INOKUCHI Youichi）

事務局より

氏　名 卒期 氏　名 卒期 氏　名 卒期 150 名寺田　光汰 66 期 後山　泰一 46 期 浅桐菜々子 69 期
中村　謙文 57 期 才田亮太郎 70 期 山崎　充久 6 期
川邊　　響 70 期 山本　秀信 30 期 自見　倫敦 48 期
林田　宗寛 69 期 後藤　和貴 61 期

　令和元年 11 月 9 日　太宰府ゴルフクラブにて毎年恒例の泰星会ゴルフコンペが開催され、先
輩方や後輩の方たちと和気あいあいと楽しく 18 ホールを回りました。
　プレー終了後には表彰式も行われ順位発表があり小石原先輩が見事優勝を飾りました。その
後、近況の変化があった方の発表もありコンペを通じて先輩・後輩の縦の繋がりを実感しました。

令和元年度に終身会費を納入頂いた方々です。
ありがとうございました。［敬称略］

今年も『泰星会』を秋に開催予定です。
奮ってご参加下さい。
お問合せはホームページにてお願い致します。
※開催場所と時間が決定しましたら、ホームページに掲載致します。

泰星会ゴルフコンペの報告

同窓会会費納入状況

終身会費

令和元年度　終身会費納入者 年会費納入者

世話人代表　荒木敏彦（20 期生）
世話人　　　鈴木弘幸（28 期生）
世話人　　　吉村弘美（28 期生）

　第 36 回 JJHAF 日本イエズス会校同窓会連絡協議会が、令和元年 11 月 30 日（土）に六甲学院主催で開催され、中島会長
と原田関西支部長が出席しました。

　今回は学校法人上智学院の佐久間理事長の特別参加で実施されました。各校同窓会からの近況報告と、上智学院からは法人
合併後 3 年経過の報告があり、協議事項としてイエズス会中等教育担当理事の李氏より、東ティモールへの支援、イエズス
会校同窓会世界連合の東京支部設立についてと、関東での 4 校同窓会活動への支援などについて、協力要請があり検討協議
されました。

　またイエズス会校同窓会連絡協議会は、従来は各校の持ち回り制でしたが、今後は東京で開催されることになりました。
（注：上智学院からの「法人合併とその効果について」の詳細記事を次のページに掲載しております。）

　51 期主幹事世話人の宮崎啓成と申します。
　2020 年 7 月 18 日（土）に予定しておりました「第 64 回泰星会総会および懇親会」でしたが、新型コロナウイルスの感染
拡大に伴う諸般の事情を考慮して、１年間延期されることになりました。
　目標の達成はできませんでしたが、私としては 51 期の横の繋がり、また先輩方々に色々応援してもらった縦の繋がりの大
切さを感じております。
　来年どのような形で 51 期が泰星同窓会に関わっていくのかは未定ですが、今回学んだ事を生かして泰星会の一助になれれ
ばいいなと思っております。

　51 期主幹事世話人の井口洋一と申します。
　前売りでご購入頂いておりましたチケット代金につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、様々なご負担がか
かっている上智福岡中学高等学校様へコロナ御見舞金として寄付させていただきます。
　ご購入いただいた皆様には、順次、51 期担当幹事よりご連絡をさせていただいております。ご返金をご希望の方は、その際、
お申し付けください。
　なお、大変恐縮ではございますが、今年度の年会費と終身会費につきましては同封の「郵便振込用紙」にて納入いただきま
す様、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。
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法人合併とその効果
Ⅰ．法人合併の目的：各学校が「イエズス会学校」として発展するため

中高 4 校：校長、理事にイエズス会員が不在となってもイエズス会学校としての伝統を継承・発展させる
上智大学・短期大学部：「キリスト教ヒューマニズムに基づく教育」を「イエズス会教育」へと明確化、組織化
一法人が設置する学校として、それぞれのイエズス会学校としての特徴を維持・発展させること、教育・研究の連携、経
営の一本化による効果を追求する
具体化の重要な手段として「イエズス会教育推進センター」を設置する

　　　　 ※「イエズス会学校」の定義：イエズス会の使徒的使命を共有する学校＝「Man for Others」

Ⅱ．現況
①「カトリック・イエズス会センター」の設置（2019 年 10 月）
　20 年近くキャンパスミニストリーを担ってきた「カトリックセンター」と法人合併に伴い発足した「イエズス会教育推
進センター」を統合し、専任職員を配置、かつイエズス会神学生（中間期生）の派遣を受けて、スタッフの強化した。
　センター長（李神父）・副センター長（アイダル神父）のもとに 4 部門を置く：研究部門、養成部門（JSEC も構成員と
して加わる）、連携部門、キャンパスミニストリー部門
　運営委員会（年 2 回）が大方針を審議し、日常の活動は企画実行委員会（毎月）が担う
※センターそのものは理事長直下に配置されている
②養成部門の活動
　Ignatian Student Leadership Forum（ISLF）の企画・実施：アジア・太平洋イエズス会学校対象（2018 年、2020 年は参加）、
日本イエズス会 4 校（毎年継続）。大学生をヘルパーに、高大連携の活動。
　イエズス会学校 B 研修
　アジアのカトリック中高から教員研修、生徒研修受け入れ（ネパール・東チモールなどから）
　JSEC 活動支援
　出版：新版『叡智を生きる』の出版、全新入学生・高校生徒に配布、「イエズス会教育」を紹介するパンフレットの出版、

「イエズス会使徒職の 4 つの方向付け」の解説パンフレットの出版
③研究部門の活動
　上智学院史・資料室と協働してイエズス会本部文書館（ARSI）に上智、中高の関連資料調査
　イエズス会教育に関する重要文章の収集、HP でのデータ・ベース公開準備
④連携部門
　北米イエズス会大学、中高を訪問して連携の可能性を調査（フォーダム大学などは中高からの直接進学者を歓迎すると
のこと）
　上智学院が 49％出資する事業会社「Sophia Global Education and Discovery Co.Ltd.」（2019 年 4 月の設立）を拠点と
する研修プログラム（北部タイ Xavier Learning Community との連携）など
⑤キャンパスミニストリー部門
　キャンパス（四谷、秦野、目白聖母）での活動を継続
　4 校のキャンパスミニストリーとの連携

上智学院『イエズス会教育推進センター』の位置づけ

理事会

イエズス会教育
推進センター

推進センター基金
協力 協力

神学部・哲学科

養成部門

イエズス会管区長
四校会
JSEC

（四校養成基金）

カトリックセンター
キリシタン文庫
グリーフケア研究所
キリスト教文化研究所
キリスト教人間学

etc

海外研修
イグナチアン・リーダーシップ研修
イグナチアン・ベダゴジー研修

連携部門
イエズス会学校ネットワーク
イエズス会学校高大連携

研究部門
イグナチオ霊性
イエズス会教育
資料・文献収集・翻訳

情報
発信
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上上智智福福岡岡高高等等学学校校

2020/03/31現在

［［国国公公立立大大学学］］ ［［医医学学部部医医学学科科］］
合合格格 現現役役 合合格格 現現役役 合合格格 現現役役

（国立大学） 工学院大学 1 1 熊本大学 1 0

一橋大学 1 0 国士舘大学 3 3 久留米大学 1 0

神戸大学 1 1 芝浦工業大学 1 1 福岡大学 2 0

九州大学 4 2 成蹊大学 1 1 産業医科大学（一次） 1 0

九州工業大学 3 3 産業能率大学 1 1 医医学学科科 総総計計 55 00

埼玉大学 1 1 津田塾大学 1 1

三重大学 1 1 武庫川女子大学 2 2

佐賀大学 2 2 国立音楽大学 1 1 ［［歯歯学学部部］］
長崎大学 1 0 武蔵野音楽大学 1 0 合合格格 現現役役

熊本大学 3 1 武蔵野美術大学 1 0 日本歯科大学 1 1

宮崎大学 1 1 帝京大学 1 1 医医学学科科 総総計計 11 11

鹿児島大学 2 2 帝京平成大学 1 1

鹿屋体育大学 1 0 東京電機大学 1 0

国国立立大大学学 計計 2211 1144 東京農業大学 2 2 ［［薬薬学学部部］］
（公立大学） 日本歯科大学 1 1 合合格格 現現役役

横浜市立大学 1 1 日本体育大学 1 1 東京理科大学 1 0

北九州市立大学 2 2 嘉悦大学 1 0 立命館大学 1 1

長崎県立大学 2 2 デジタルハリウッド大学 1 1 福岡大学 1 1

公公立立大大学学 計計 55 55 ヤマザキ動物看護大学 1 1 第一薬科大学 2 1

国国公公立立大大学学 総総計計 2266 1199 中部大学 1 1 国際医療福祉大学 1 0

名城大学 1 1 崇城大学 2 0

京都産業大学 5 5 薬薬学学部部 総総計計 88 33

［［文文科科省省所所管管外外のの大大学学校校］］ 京都女子大学 2 2

大大 学学 名名 合合格格 現現役役 関西外国語大学 3 2

防衛大学校（一次） 5 4 神戸学院大学 5 5 ［［看看護護学学部部］］
大大学学校校 総総計計 55 44 大阪芸術大学 1 1 合合格格 現現役役

大阪工業大学 1 1 上智大学 1 1

岡山理科大学 1 1 帝京大学 1 1

［［私私立立大大学学］］ 福岡工業大学 25 25 福岡大学 1 1

合合格格 現現役役 九州産業大学 3 3 聖マリア学院大学 1 1

上智大学 24 24 第一薬科大学 2 1 福岡女学院看護大学 1 1

東京理科大学 7 3 久留米大学 6 5 古賀国際看護学院 1 1

青山学院大学 2 1 久留米工業大学 1 1 佐世保市立看護専門学校 1 1

学習院大学 1 1 中村学園大学 1 1 看看護護学学部部 総総計計 77 77

福岡大学 23 11 筑紫女学園大学 3 1

西南学院大学 11 7 福岡女学院看護大学 1 1

明治大学 1 1 聖マリア学院大学 1 1

明治学院大学 1 1 国際医療福祉大学 2 1

立教大学 1 1 崇城大学 2 0

中央大学 2 2 別府大学 1 0

日本大学 3 3 長崎純心大学 3 3

東洋大学 3 1 私私立立大大学学 総総計計 221111 116655

駒澤大学 2 2

専修大学 2 0

関西大学 3 1 ［［専専門門学学校校］］
関西学院大学 6 6 合合格格 現現役役

同志社大学 3 3 古賀国際看護学院 1 1

立命館大学 11 5 佐世保市立看護専門学校 1 1

近畿大学 10 10 福岡リハビリテーション専門学校 1 1

龍谷大学 1 1 専専門門学学校校 総総計計 33 33

◎本年度卒業生（71期） 144名

◎進学決定者（71期） 104名

大大 学学 名名

大大 学学 名名

学学 校校 名名

大大 学学 名名

大大 学学 名名

取扱注意

大大 学学 名名大大 学学 名名 大大 学学 名名

22002200年年度度大大学学入入試試 合合格格者者数数一一覧覧

上上智智福福岡岡高高等等学学校校

2020/03/31現在

［［国国公公立立大大学学］］ ［［医医学学部部医医学学科科］］
合合格格 現現役役 合合格格 現現役役 合合格格 現現役役

（国立大学） 工学院大学 1 1 熊本大学 1 0

一橋大学 1 0 国士舘大学 3 3 久留米大学 1 0

神戸大学 1 1 芝浦工業大学 1 1 福岡大学 2 0

九州大学 4 2 成蹊大学 1 1 産業医科大学（一次） 1 0

九州工業大学 3 3 産業能率大学 1 1 医医学学科科 総総計計 55 00

埼玉大学 1 1 津田塾大学 1 1

三重大学 1 1 武庫川女子大学 2 2

佐賀大学 2 2 国立音楽大学 1 1 ［［歯歯学学部部］］
長崎大学 1 0 武蔵野音楽大学 1 0 合合格格 現現役役

熊本大学 3 1 武蔵野美術大学 1 0 日本歯科大学 1 1

宮崎大学 1 1 帝京大学 1 1 医医学学科科 総総計計 11 11

鹿児島大学 2 2 帝京平成大学 1 1

鹿屋体育大学 1 0 東京電機大学 1 0

国国立立大大学学 計計 2211 1144 東京農業大学 2 2 ［［薬薬学学部部］］
（公立大学） 日本歯科大学 1 1 合合格格 現現役役

横浜市立大学 1 1 日本体育大学 1 1 東京理科大学 1 0

北九州市立大学 2 2 嘉悦大学 1 0 立命館大学 1 1

長崎県立大学 2 2 デジタルハリウッド大学 1 1 福岡大学 1 1

公公立立大大学学 計計 55 55 ヤマザキ動物看護大学 1 1 第一薬科大学 2 1

国国公公立立大大学学 総総計計 2266 1199 中部大学 1 1 国際医療福祉大学 1 0

名城大学 1 1 崇城大学 2 0

京都産業大学 5 5 薬薬学学部部 総総計計 88 33

［［文文科科省省所所管管外外のの大大学学校校］］ 京都女子大学 2 2

大大 学学 名名 合合格格 現現役役 関西外国語大学 3 2

防衛大学校（一次） 5 4 神戸学院大学 5 5 ［［看看護護学学部部］］
大大学学校校 総総計計 55 44 大阪芸術大学 1 1 合合格格 現現役役

大阪工業大学 1 1 上智大学 1 1

岡山理科大学 1 1 帝京大学 1 1

［［私私立立大大学学］］ 福岡工業大学 25 25 福岡大学 1 1

合合格格 現現役役 九州産業大学 3 3 聖マリア学院大学 1 1

上智大学 24 24 第一薬科大学 2 1 福岡女学院看護大学 1 1

東京理科大学 7 3 久留米大学 6 5 古賀国際看護学院 1 1

青山学院大学 2 1 久留米工業大学 1 1 佐世保市立看護専門学校 1 1

学習院大学 1 1 中村学園大学 1 1 看看護護学学部部 総総計計 77 77

福岡大学 23 11 筑紫女学園大学 3 1

西南学院大学 11 7 福岡女学院看護大学 1 1

明治大学 1 1 聖マリア学院大学 1 1

明治学院大学 1 1 国際医療福祉大学 2 1

立教大学 1 1 崇城大学 2 0

中央大学 2 2 別府大学 1 0

日本大学 3 3 長崎純心大学 3 3

東洋大学 3 1 私私立立大大学学 総総計計 221111 116655

駒澤大学 2 2

専修大学 2 0

関西大学 3 1 ［［専専門門学学校校］］
関西学院大学 6 6 合合格格 現現役役

同志社大学 3 3 古賀国際看護学院 1 1

立命館大学 11 5 佐世保市立看護専門学校 1 1

近畿大学 10 10 福岡リハビリテーション専門学校 1 1

龍谷大学 1 1 専専門門学学校校 総総計計 33 33

◎本年度卒業生（71期） 144名

◎進学決定者（71期） 104名

大大 学学 名名

大大 学学 名名

学学 校校 名名

大大 学学 名名

大大 学学 名名

取扱注意

大大 学学 名名大大 学学 名名 大大 学学 名名

22002200年年度度大大学学入入試試 合合格格者者数数一一覧覧
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ホームページ

上智福岡中学高等学校同窓会
Sophia-Fukuoka Junior-Senior High School Alumni Association

https://www.sophia-taisei.gr.jp （SSL暗号化対応）

同窓生専用の公開グループです。「泰星会」でご検索下さい。
同窓会の活動報告も随時行っていますので、入会して卒業生の交流を深めましょう。

★会員情報の変更申込、泰星メールの利用申込、泰星メーリングの利用申込、泰星ブログの
投稿申込を受け付けておりますので、ご活用下さい。

★同窓会行事の予定通知や結果報告はホームページで公開しておりますので、ご覧下さい。

令和2年度　第8回 関西支部同窓会のお知らせ

第22回関東支部同窓会の開催中止と延期のお知らせ

　令和元年度 第 8 回泰星会　関西支部同窓会を下記の通り開催致しますので、関西在住の皆様、お誘
い合わせの上是非ご参加下さい。
　今年も本部よりご臨席の予定ですので、親睦を深め交流の輪を広めましょう。

日時：2020 年 11 月 14 日（土）18:30 ～
会場：大阪ガーデンパレス
 住所：大阪市淀川区西宮原 1-3-35　　TEL：06-6936-6211

会費：5,000 円（同窓会年会費 3,000 円含む）

　2019 年 10 月 12 日（土）に予定しておりました関東支部同窓会は大型台風の影響で延期となり、
70 期生ならびに 2020 年 4 月に進学・上京された 71 期生への歓迎を込めて 2020 年 5 月 23 日（土）
開催で準備を進めておりましたが、新型コロナの影響で開催を再度延期しております。
　緊急事態宣言は解除されたものの、状況を鑑みて 10 月辺りの開催で日程を検討しております。確
定いたしましたら、FB 等でリリースさせていただきます。

★上記の予定は、新型コロナウィルスの状況により中止する場合もあります。
★出席希望の方は原田支部長まで直接お申し込み下さい。携帯：090-1392-0496

問合せ先：関東支部長 菅原隆典（33 期）　携帯電話：090-9154-1540　E メール：t.sugahara@sophia-taisei.gr.jp
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創立以来、卒業生も約 9,610 名となりました。
今まで年会費の納入は毎年の卒業生と同窓会総会の出席者が納める会費等で運営されております。

「会員の皆様の一人ひとりの力強い協力でさらなる発展」を目標に日々邁進していきたいと思っています。
経済情勢も厳しい中、会員各位の暖かいご理解とご支援をお願い致します。

※最近、学校同窓会事務局・友人・知人等の名前を騙り、同窓生の家庭へ電話がかけられているとの情報がありますが、
学校・事務局からは直接個人宅へ電話をすることは一切ありません。何かご不明な点がありましたらホームページま
たは FAX・郵便で事務局へご連絡下さい。

同窓会会費納入のお願い

●終身会費／50,000円　　●年会費／3,000円
※同窓会に出席できない方は、同封の振込用紙にて振込をお願い致します。
※終身会費を納入頂いた方は、年会費は必要ありません。

会員各位

拝啓　初夏の候ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
会員各位におかれましては、毎日ご多忙な中ご活躍のことと存じ上げます。
　さて、本日会報25号が担当者の企画、努力で、出来上がりましたので、同封の上送付致します。
内容につきましてのご意見、ご要望等ございましたら下記宛ご連絡頂ければ、次年度以降の会報作成の参考にさ
せて頂きますので、よろしくお願い致します。
　なお、名簿の変更事項などの整理も逐次行っておりますが、平成17年4月1日より個人情報保護法が施行され
たのに伴い、当会としても各位の各種情報の漏洩防止のための管理を行っております。17年度以降は名簿（改訂
版）の発行を中止致しております。
　名簿情報の登録内容の変更につきましては、下記宛ご連絡下さい。登録変更後に、通知させて頂きます。

敬具

令和2年6月吉日
上智福岡中学高等学校同窓会　泰星会

会長　中島　幸男
　　　役員一同

〒810-0032　福岡市中央区輝国1丁目10番10号
TEL：092-715-9094　　FAX：092-715-9095
URL：https：//www.sophia-taisei.gr.jp
E-mail：info@sophia-taisei.gr.jp
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変更などの連絡は、ホームページまたはFAX・郵便でお願い致します。

上智福岡中学高等学校同窓会事務局
上智福岡中学高等学校事務局 TEL：092-712-7181

〒810-0032　福岡市中央区輝国1-10-10
TEL：092-715-9094　FAX：092-715-9095

同窓会ホームページ 同窓会メールアドレスhttps://www.sophia-taisei.gr.jp info@sophia-taisei.gr.jp
（SSL暗号化対応）

泰星会会員各位

上智福岡中学高等学校同窓会　泰星会
会長　中島　幸男

第64回泰星会総会・懇親会の中止のお知らせ

　平素は上智福岡中学高等学校同窓会　泰星会の活動にご理解ご協力を賜り誠に有り難うござい
ます。

　また、この度の「新型コロナウィルス感染症」により影響を受けられた同窓生の皆様には、心
からお見舞いを申し上げます。

　さて、2020年1月に感染・発症が発見された「新型コロナウイルス感染症」ですが、4月16日
（木）に政府から発令されました、「全都道府県」を対象にした「緊急事態宣言」でしたが、収
まる気配が見えない事態に及んで、5月4日（月）に更に政府から、早期の被害の終息を目指して
「5月31日（日）まで延長」された後に、一旦は緩和処置に及んでいる状況を注視しておりまし
た。

　しかし、近隣地域に於ける再発拡大の現況を鑑
み、同窓会役員会に於きまして改めて審議を行いま
した結果、これまでに多くの役員の皆様が、長い日
時を掛けて積み重ねてまいりました準備のことを考
えますと、甚だ残念では御座いますが、感染拡大抑
制に向けた安全確保のために、7月18日（土）に予
定しておりました、「第64回　泰星会　総会・懇親
会」を中止させて頂く苦渋の決断に至りましたこと
を、同窓生の皆様にお知らせ致します。

　この度の処置につきましては、同窓生の皆様には
ご迷惑をお掛けする点も有るかとは存じますが、引
き続き役員一同最善を尽くして全力で取り組んで参
りますので、何卒ご理解とご協力の程宜しくお願い
申し上げます。
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